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記録的な猛暑となった夏が終わり、ま

た銀杏並木から学生たちの声が聞こえ始

めています。１年間の研修を終えて草光

教授も帰国され、イギリス科研究室にも

またいつもの活気が戻ってきました。

イギリス科では、卒業論文指導の一環

として、２回の中間発表と提出後の報告

の、計３回の口頭発表を課していますが、

ここ数年１回目の中間発表会は合宿形式

をとり、イギリス科全体で１泊旅行に出

かけています。今年は６月に千葉県の富

津に行きました。発表会は、発表も質疑

応答も全て英語で行われ、論文執筆者に

は緊張の数時間、３年生にはイギリス科

流の鍛えられ方を初めて実感する機会に

なります。上級生の発表を真剣に見つめ

る３年生が、次の年には下級生の前で

堂々と自分の考えを発表するのを目にす

るのは、私たち教員にとって大きな喜び

です。発表会が終われば、皆で懇親会、

今年は昨年度の卒業生も花火を持って参

加してくれ、賑やかな会になりました。

１１月には、第２回の発表会を大学で行

います。

また１０月１日には、地域文化研究学

科進学予定の２年生を対象にガイダンス

が行なわれ、イギリス科には９名の学生

が訪れてくれました。最終的な進学者が

決まったところで、内定生の歓迎会を行

う予定です。

２ページ目のお知らせにもあるとおり、

卒業生の皆様をキャンパスにお迎えする

ホームカミングデイが、今年から大学行

事となり、駒場キャンパスでは教養学部

主催の講演会やレセプションなどが行わ

れます。イギリス科研究室も、午後４時

から５時半まで開放いたします。ささや

かながらお飲み物などを用意してお待ち

しますので、どうぞお誘い合わせの上、

「古巣」をお訪ね下さい。
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イギリスには平均して１年に１回ぐら

いの割合で学会や研究会などに出かけて

はいたが、１年という単位で滞在するの

は２０年ぶりだった。以前は１０年近く

住んでいたのだから、大体のことは分か

っているといった顔をしていたものだが、

久しぶりに住んでみると、いろいろ勝手

が違って思えた。イギリスのことなら私

に任せなさいといって家族を連れていっ

た手前かなりカッコウの悪いことでもあ

った。それはあると思っていたところに

店がなく、どこに行ったらあの頃のよう

な安くて美味しいレストランがあるのか

と途方に暮れたロンドンに着いた晩から

始まった。学会などで行くときにはたい

ていお仕着せで、飯も連れていってもら

ったりしているうちにすっかり世間知ら

ずになっていたらしい。この最初の印象

はケンブリッジに着いて生活を始めると

ますますその実感を強めることになった。

この２０年近くの間に私の知っているイ

ギリスは別のものになってしまったのだ

なと思うことが多かった。ある意味で思

いが強かっただけに失望することも多か

った。

とは言え、今回お世話になったガート

ン・コレッジは私にとっては初めて訪れ

るところだったが、そのリベラルでフレ

ンドリーな環境のおかげで優雅でリラッ

クスできる生活を送ることが出来た。こ

のことについては前のニューズレターで

も少し書いた。コレッジの果樹園のリン

ゴを好きなだけとっても良いと言われて

さまざまな種類のリンゴを堪能した秋か

ら、雪に覆われ静まりかえっていた冬、

そして次々に新しい花が咲き乱れた美し

い春からゆっくりとさまざまな色合いの

緑の魅力を見せてくれた初夏、黄金色に

色づいた夏の小麦畑と秋めいてきた野の

花の８月まで、われわれのケンブリッジ

の１年間はあっという間に過ぎていった。

コレッジの行事も盛りだくさんで、クリ

スマスやバーンズ・ナイト、聖バレンタ

イン、コレッジ・フィーストなどなどハ

イテーブルに行った晩の学生達の喧噪と

陽気な雰囲気は昔を知っているフェロー

からは必ずしも共感を持たれていたよう

ではなかったようだが（ヴァージニア・

ウルフの『私だけの部屋』で描かれたガ

ートンあるいはニューナムのディナーの

貧しさ ートリニティやキングスと較べ

てだがー についてはガートニアンたち

には反論があるようだが）学問共同体と

してのコレッジがまだ健在な証であり、

学生たちが何よりも自分たちのコレッジ

を愛していてとことん楽しんでいる様子

には羨望の気持ちを禁じ得なかった。

７月の末に友人のイシュトヴァン・ホ

ント（スコットランド啓蒙思想の研究

者・キングスのフェロー）の招待でキン

グス・コレッジのゲスト・ナイトに美穂

と行ったが、ディナーのあとの花火大会、

チャペルでのオルガン演奏会など、学生

たちのメイ・ボールのフェロー版とでも

いえるものだった。キングスのゲスト・

ナイトには昔行ったことがあったが、派

手になったな、というのが印象的だった。

このキングスの晩餐会のあと、やはり美

穂を初めてガートンの晩餐会（これはコ

レッジに寄付をしてくれた人たちを招待

したものだった）に連れて行った。これ

でケンブリッジの大学関係の主な催し物

が終わり、僕と大学との繋がりが裁たれ

たようで寂しい気がしたが、すぐに２度

目のフランスとイタリアへの旅行があっ

たので気を取り直した。とくに初めて訪

れたヴェニスのすばらしさに圧倒された。

ヴェニスの石ならずヴェニスの街を取り

巻く、揺らめくような水の色彩に目がく

らんだと言ってよいだろう。聞くと見る

とでは大違いということをこんなに歴然

と体験したのは初めてのことだった。近



世・近代のイギリスがいかにイタリアか

ら多くのものを負っているか、グラン

ド・ツアーを初めとしてイギリス科の皆

さんには自明のことなのだろうが、中で

もフローレンス、ヴェニスそしてローマ

はイギリス人にとってあこがれの都市で

あり続けている。まだローマには行った

ことがないのだが、そのうち是非にと思

っている。

なんだかイギリスに１年いて遊んでば

かりいたようだが、そうです、遊んでば

かりいた。とくに嬉しかったことは、暇

に飽かせて小説、それも日頃あまり読む

機会がなかった１８世紀から１９世紀に

かけてのものを結構たくさん読んだこと

である。リチャードソンのパメラやジェ

イン・オースティンの有名なやつはほと

んど、バーニーのエヴェリーナなどまで

読んだり、ストーン・ヘンジを訪れたの

をきっかけにハーディのテスを読み直し

たりしたのも、今となってはなんて贅沢

な時間の使い方だったろうと思っている。

堀越君や新君、永井君に伊東君、そし

て櫻井さん（皆地域の院生）、本郷の院

生で私のゼミにも出ていた後藤さんなど、

ケンブリッジやオックスフォード、ロン

ドンで研究している学生たち、また卒業

生の菅さんや前助手の渡辺さん、同僚の

木畑さん御夫妻など、駒場の関係の人た

ちが大勢訪ねてくれたのも良い思い出と

なった。その他日本からさまざまな人が

来てくれたが、みなそれぞれ走馬燈のよ

うに今は私のケンブリッジ滞在の懐かし

いひとこまとなっている。でも帰国して

から美穂ともよく話すのだが、われわれ

は本当にケンブリッジに滞在していたの

だろうか、と不思議に思っているという

のが今の実感である。それはまるで一夜

の夢であったかのように思えるのだ。

────────────

イイイイギギギギリリリリスススス科科科科教教教教員員員員がががが語語語語るるるるイイイイギギギギリリリリスススス

毎号ひとりのイギリス科教員からの

寄稿でつないでゆく、連作エッセイの

コーナーです。あるいは英国から、あ

るいは他の専門地域から、新鮮な話題

を産地直送でお届けしてまいります。
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今年（２００４年）には珍しく７月

と８月に２度イギリスを訪問すること

ができました。といってもそれぞれ１

週間ずつで計２週間にすぎません。イ

ギリス現代史の研究者と称している者

としては、毎年まとまった期間イギリ

スに滞在することが必要なのは分かっ

ていますが、大学で柄にもない役職に

つかされたりしたことなどのため、こ

のところイギリスにはとんとご無沙汰

していました。２０００年９月に行っ

て以来ですから、ほぼ４年ぶりのイギ

リスということになります。ただ、こ

うして久しぶりに行ってみると、変化

は感じやすくなります。

そして、今回はイギリスが（という

よりもロンドンが）、少なくともすぐ眼

につくいくつかのところで、かなり変

わっているのに驚きました。まず、地

下鉄の車両で、きれいなものが増えた

感じがします。また自分で使ってみる

ことはしませんでしたが、JR の Suica

カード風のプリペイドチケットである

オイスターカードなるものができてい

たのにもびっくりしました。また、道

を走っている自動車が前に比べると全

体として新しいという印象をもちまし

た。１０年少し前にロンドンに住んで

いた時は、自分自身もオンボロカーに

乗っていましたし、あるガソリンスタ

ンドで給油した骨董品級の車がガソリ

ンを堂々とたらしながら走り去ったの

に驚いたものですが、その頃に比べて

オンボロカーはずっと少なくなったよ

うに思われました。そして、気のせい

か、ロンドンの道に落ちているゴミも

前に比べて少なくなったように感じま

した（それでもまだずいぶん汚くはあ

りますが）。

私のこれまでのイギリスとのつきあ

いの過程で感じてきた変化のなかで、

このところの変化はかなり早いのでは

ないかと、今思っています。私が最初

にイギリスに行ったのは１９６０年代

末のことで、その次に出かけた１９７

０年代半ばまでの間の変化もまた顕著

ではありました。その間に通貨の仕組

みは１０進法に変わっていましたし、

イギリスの EC 加盟という事態もあり

ましたから、当然大きな変化は起こっ

ていました。それから時折訪れる度に、

イギリスは確かに少しずつ変わってき

ていました。しかしなぜか今回、私と

しては一番変化を感じたわけです。

こうした変化の背景にあるのは、お

そらくイギリスの今の経済状況のよさ

だろうと思います。私は、ブレア政権

の外交政策、とりわけアメリカと歩調

を合わせてのイラク政策などは全く間

違ったものだと思っていますが、その

経済政策がかなり奏功してきているこ

とは確かですし、サッチャー政権のも

とでのイギリスの経済成長が貧富の差

を拡大させたのに対して、ブレア政権

下の経済成長で富んだ者も貧しいもの

もかなり均質な形で受益している点

は、評価すべきだと考えています。こ

の経済成長が、ユーロへのイギリスの

加盟に消極的な世論を支えているのは

皮肉なことで、イギリス観察者の私と

しては、こうした変化がもう一歩進ん

でイギリスの通貨がユーロになること

を望んでいるのですが、その変化はな

かなかみられそうにありません。

ただ、最近のイギリスに大きな変化

を感じた私の印象自体が間違っている

可能性もあります。ごく短期間の滞在

での印象でしたので、それは大いにあ

りうることです。イギリス科の先輩・

後輩諸氏にその点の蒙を啓いていただ

ければ幸いです。
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今秋に企画されておりましたイギリス

科単独での同窓会は、大学全体の同窓会

「ホームカミングデイ」が、１１月１３

日に急遽開催される運びとなりました為、

ひとまず延期させて頂くことになりまし

た。

ですが、今回のホームカミングデイで

も、イギリス科研究室にお飲物などをご

用意して皆様をお待ちしております．ご

参加の方はどうぞお立寄りください。


